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当座預金を受働債権とする銀行の相殺権（淺木）
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3３ 
当座預金を受働債権とする銀行の相殺権（淺木） 論 説
は
振
出
人
に
対
す
る
遡
求
で
あ
ろ
う
）
に
よ
る
な
ど
の
迂
遠
な
権
利
実
現
の
方
法
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
当
座
預
金
を
受
働
債
権
と
す
る
銀
行
の
相
殺
が
無
制
限
に
許
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
屯
の
で
る
。
（１） 
周
知
の
よ
う
に
、
今
日
の
当
座
預
金
は
小
切
手
決
済
だ
け
で
な
く
手
形
決
済
の
た
め
の
資
金
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
交
換
決
済
分
に
つ
い
て
は
長
期
的
に
見
れ
ば
当
座
小
切
手
の
割
合
が
減
少
し
て
き
て
お
り
、
逆
に
手
形
が
微
増
す
る
傾
向
を
・ワー
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
当
座
勘
定
契
約
が
本
来
は
小
切
手
の
決
済
を
目
的
と
す
る
契
約
で
あ
る
｝
」
と
を
前
提
に
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
わ
が
国
の
当
座
勘
定
契
約
は
、
手
形
決
済
と
い
う
要
素
も
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
決
済
に
関
し
て
は
当
座
－
３
》
勘
定
契
約
の
本
来
の
対
象
で
あ
る
小
切
手
を
前
提
に
考
え
、
手
形
決
済
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
み
る
声
」
と
に
す
る
。
与信取引のある顧客に対して、銀行が債権保全を必要とする事態となった場合、銀行は債権の回収を図るため
に当該顧客の預金債権を受働債権として相殺をなすことが一般的である。預金債権を受働債権とする銀行の相殺
権は、有名な昭和四五年六月一一四日の大法廷判決（民集一一四巻六号五八七頁）によって相殺予約に大幅な対外効
が認められて以来、銀行にとって債権回収の有力な武器となっている。
銀行は当座勘定契約を通じて顧客の振り出した小切手を決済するが、小切手決済資金は顧客の当座預金として
銀行に預入されており、当座預金もまた相殺に際しては定期預金や通知預金などと共に当然に受働債権として扱
われている。しかし、当座預金は本来小切手の支払の目的のための資金であるし、相殺実行の時占ぞ末決済小切
手が数多く流通していることも考えられる。はたしてこのような当座預金が、当然無条件に受働債権として相殺
を許されるべきものなのだろうか。小切手所持人の存在は相殺に際して全く配慮されず、彼は小切手訴訟（多く
（１）昭和五五年一一一月の統計によれば、東京手形交換所扱いの証券枚数は、小切手（預手・送金小切手を含む）六三・一．〈１セン
ト
、
手
形
二
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
（
債
券
。
利
札
・
配
当
証
等
）
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
比
率
で
あ
る
。
同
じ
く
大
阪
手
形
交
換
所
で
は
、
小切手六五・五パーセント、手形二七・六．〈１セント、その他六。九．ハーセントであり、名古屋手形交換所では、小切手六二・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
手
形
一
一
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
八
。
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
（２）井上俊雄「手形交換制度の沿革と現状」金融法務事情九八○号八○頁（一九八二年）。
（
３
）
現
在
の
銀
行
実
務
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
当
座
取
引
先
に
統
一
手
形
用
紙
が
交
付
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
銀
行
が
顧
客
の
信
用
状
態
を
完
全
に
掌
握
し
て
い
な
い
な
ど
の
事
情
が
あ
る
場
合
、
当
座
取
引
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、
銀
行
は
ま
ず
小
切
手
用
紙
の
み
を
交
付
し
て
、
小
切
手
決
済
に
限
っ
て
当
座
取
引
を
開
始
し
、
そ
の
決
済
の
実
績
等
を
勘
案
し
た
う
え
で
手
形
の
決
済
に
も
応
じ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
四、問題解決の試ゑ
、
緒
ロ
注 １、解決の指針
２、具体的解決の試象
３、受任者の相殺権制限に関する民法学説
４、最高裁昭和五七年二月四日判決
3５ 3４ 
当座預金を受働債権とする銀行の相殺権（淺木） 論 説
英
国
の
銀
行
取
引
法
上
、
顧
客
薑
・
量
と
は
、
銀
行
に
口
座
（
璽
・
８
三
１
以
下
、
ア
カ
ウ
ン
ト
と
記
す
る
）
を
有
す
る
（６） 
者であると定義されるが、英国では、顧客が金銭または金銭に準ずる証券を銀行に払い込んで開設するアカウン
トは一一つに大別される。すなわち、カレント・アカウントとデポジット・アカウント（Ｑの己・の一三円・巨三の）である。
前者がわが国の当座勘定に該当し、後者がそれ以外の預金勘定に当たるものである。
カ
レ
ン
ト
・
ア
カ
ウ
ン
ト
が
い
か
な
る
ア
カ
ウ
ン
ト
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
’
九
二
一
年
の
ジ
ョ
ウ
ァ
キ
ム
ソ
ソ
対
ス
イ
ス
。
（７） 
バンク・コーポレーション事件におけるアトキン判事〈シ（云冒》円・］・）の見解がこれを集大成した先例として存在
する。彼は次のように説明している。「私は、銀行とその顧客との間にはただひとつの契約のみが存在すると思う。
……銀行は金銭を受領し、また、顧客のアカウントを賃記すべく手形類の取立をなすことを引き受ける。そして、
取り立てられた代り金は顧客のための信託財産として保有されるのではなく、銀行は当該代り金を顧客から借り
ているのであり、それを払い一戻す責任を負っている。払一民しの約束は、アカウントの開設されている銀行の営業
所
に
お
い
て
営
業
時
間
中
に
払
些
戻
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
約
束
に
は
、
銀
行
に
宛
て
ら
れ
た
書
面
に
よ
る
顧
客
の
指
図
に
対して、営業所において預入額の一部を払い一民すという約束が含まれており、そのような書面による指図は、二
日から三日の間は、取引における一般的な流通過程の中にあり、未決済であるのが通常であるから、銀行は相当
な通知を行わない限り顧客との取引を止めることがないということが契約の内容となる。顧客は、彼の側におい
て、銀行が誤導されたり、偽造が促進されたりすることのないよう書面の指図を作成することに相当の注意を尽
く
す
義
務
を
負
う
。
私
は
、
そ
の
よ
う
な
契
約
に
お
い
て
は
、
顧
客
が
カ
レ
ン
ト
・
ア
カ
ウ
ン
ト
の
残
高
の
保
持
さ
れ
て
い
る
営
業
本章では、英国の当座勘定たるカレント・アカウント（Ｏ員『の貝四月・巨昌の）における相殺制限の問題を検討する。
わが国の銀行取引法上の問題を考察するうえで英国の考え方を検討することは有益である。英国は、最初に近代
小切手制度が確立した国である上に、わが国の銀行の黎明期には、英国人のアレクサンダー・アラン・シャンド
（シ｝の恩己の【し］一目の冨己）が、わが国の銀行業務遂行や行員教育に貢献し、これがために、後のわが国の大銀行
の首脳や銀行政策の立案者たちには、英国の商業銀行をもって銀行の理想型とする傾向が見られたからである。
英国が長年にわたってわが国の銀行実務に与えたこのような影響を看過することはできないであろう。 一切
（４）加藤俊彦・本邦銀行史論一六頁二九五七年）参照。
（５）わが国の小切手決済業務は、一八七一一一年（明治六年）七月開業の第一国立銀行に始まるがｊ当時の銀行実務は、シャンドの
著した「銀行簿記精法（一八七一一一年）」や「銀行大意（一八七七年）」等に依拠して行われた。わが国における最初の手形小切
手法が、業務開始から一○年近く後の、’八八一一年（明治一五年）一一一月大政官布告第五七号為替手形約束手形条例であった
事実を考え合わせると、実際の小切手取扱い業務に与えた英国の影響の重要性が理解される。
一一、英国におけるカレソト・アカウントの相殺制限について
注１
、
英
国
に
お
け
る
カ
レ
ン
ト
・
ア
カ
ウ
ン
ト
の
沿
革
と
位
置
づ
け
3７ 3６ 
当座預金を受働伎権とする銀行の相殺権（淺木） 説所において銀行に対して支払を要求するまでは、銀行は顧客に対して残一局金額を支払う義務がないということが
（８） 
条件として必要であると思う」。この説明中に、英国の判例で認められたカレント・アカウントの当事者の権利義
論務がほぼ網羅されている。
一ｍ｝
銀
行
と
顧
客
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
争
は
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
ア
カ
ウ
ン
ト
に
関
す
る
一
八
四
八
年
の
フ
ォ
ウ
リ
ー
対
ヒ
ル
事
件
一頤一
で
一
応
の
決
着
を
見
る
。
こ
の
事
件
で
、
銀
行
・
顧
客
間
の
関
係
は
、
債
務
者
・
債
権
者
関
係
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
結
論
は
、
銀
行
の
資
金
運
用
の
融
通
性
・
機
動
性
に
重
点
を
置
い
て
出
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
フ
ォ
ゥ
リ
ー
事
件
以
降
、
銀
行
と
顧
客
の
関
係
は
、
債
務
者
・
債
権
者
で
あ
る
と
い
う
構
成
が
踏
襲
さ
れ
る
。
基
本
的
に
は
、
こ
の
関
係
は
カ
レ
ン
ト
・
ア
カ
ウ
ン
ト
に
対
し
て
恥
）
適
用
さ
れ
、
そ
の
先
例
が
先
に
述
べ
た
ジ
ョ
ウ
ァ
キ
ム
ソ
ソ
事
件
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
英
国
に
お
け
る
ジ
ョ
ウ
ァ
キ
ム
ソ
ン
事
件
の
先
例
と
し
て
の
意
義
は
、
顧
客
に
よ
っ
て
銀
行
に
貸
与
さ
れ
た
金
銭
は
、
顧
客
の
要
求
の
な
い
限
り
支
払
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
す
な
わ
ち
、
顧
客
の
要
求
が
銀
行
に
対
す
る
履
行
強
制
の
停
止
条
件
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
｛四）（、）
点
に
あ
る
と
さ
れ
て
お
ｈ
ソ
、
そ
れ
故
に
こ
の
判
決
は
、
フ
ォ
ウ
リ
ー
事
件
で
確
立
さ
れ
た
両
者
の
関
係
を
よ
り
高
い
段
階
に
昇
華
さ
（、）
せ
た
ｊ
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
ウ
ア
キ
ム
ソ
ソ
事
件
の
判
決
に
よ
っ
て
、
カ
レ
ン
ト
・
ア
カ
ウ
ン
ト
Ｊ
も
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
（型）一羽｝
アカウントＪも銀行と顧客との関係について見る限ｈソ、法的には同一基盤に立つことが確認されたと一一一一口われている。
と
こ
ろ
が
、
先
に
述
べ
た
沿
革
的
事
情
か
ら
、
英
国
に
お
け
る
カ
レ
ン
ト
・
ア
カ
ウ
ン
ト
は
、
単
に
貯
蓄
の
糸
を
目
的
と
し
た
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
ア
カ
ウ
ン
ト
と
は
区
別
さ
れ
た
認
識
が
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
各
々
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
名
称
自
体
が
両
者
の
相
違を示している。要求あり次第に払い一民されるタイプの取引では、銀行に預入された金銭が流動的に（○回目の□こ『）
支
払
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
カ
レ
ン
ト
。
ア
カ
ウ
ン
ト
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ｊ
も
の
で
あ
り
、
通
知
払
ま
た
は
定
期
払
の
タ
イ
プ
の
私
）
の
は
、
金
銭
を
安
全
に
保
管
す
る
と
い
う
顧
客
の
意
図
か
ら
デ
ポ
ジ
ッ
ト
。
ア
カ
ウ
ン
ト
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
預
入
さ
れ
た
金
銭
は
、
第
一
の
夕
／
え
で
は
区
別
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、（咽）
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
カレント・アヵンゥントの契約当事者の関係が右のような形に至った沿革を概観してみよう・アカウントの歴
史は、英国における近代商業銀行の先駆的存在であった一七世紀のゴールドスミス（ぬ。］Ｑの三二）の時代まで遡る・
初期のゴールドスミスは、顧客の黄金や貴重品を安全に保管することを業務としていたが、その時代のゴールド
（９） 
（、）
スミスと顧客との関係は、受寄者と寄託者のそれであった。しかし、やがて金銭の受寄業務を始めたゴールドス
ミスは、その金銭を自ら運用するようになり、これが古典的な銀行へと発展することになる。こうした初期の銀
（ｕ｝ 
行は、当初から、払一戻しに関して一一つの異なったタイ・フの契約に基づいて金銭を受け入れていた。第一のものは、
金銭が顧客の要求（Ｑの白四＆）あり次第に払い一民されるものであり、第一一のものは、一定期間銀行に保管され、顧
客による払一戻しを欲する旨の通知後、相当の期間を経た後に払い一民されるというものであった。第一のタイプの
｛辺｝
アカウントが今日のカレント。アカウントの、第一一のタイ・フのアカウントがデポジット・アカウントの原始的形
態である。これらのうち、第一のタイプの契約に基づく金銭は、やがて、顧客が銀行を支払人とする為替手形を
（皿）
振り出すことによって、顧客と顧客の債権者との決済に充てられるようになった・これが小切手制度の萌芽であ
る。ここに至って、銀行。顧客間の受寄者・寄託者関係は修正を余儀なくされる・法律家は、第一のタイプのア
カウントの進化に対処すべく、銀行。顧客関係を代理人。本人のそれと同等視しようと試みた。しかし、本人の
一Ｍ》
金銭を保持する代理人は、本人の授権という制限を受けて当該金銭の運用を図らなければならないなどの、ぎわ
｛巧）
めて厳格な義務に服さなければならず、右の構成は、銀行の資金運用という観点から歓迎されなかった・銀行に
の
タ
イ
プ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
あ
れ
、
第
二
の
タ
イ
プ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
あ
れ
、
銀
行
の
資
金
運
用
の
う
か
ら
、
前
者
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
預
入
さ
れ
た
金
銭
だ
け
が
代
理
契
約
上
の
制
約
を
受
け
る
の
は
好
ま
し
3９ 3８ 
論説当座預金を受働債権とする銀行の相殺権（淺木）
しかし、カレント・アカウントとデポジット・アカウントを区別して行く考え方が、将来にわたって維持され
るかどうか疑わしい。顧客にとってカレント・アカウントの主要な意義は、貯蓄という点よりもむしろ債権債務
の決済にあり、日常取引のすべてをそのアカウントを通過させる点にある。つまり、自ら振り出した小切手の支
払や、証券取立のための入金は、アカウントを通じた債権債務決済の正確な金額について、毎日の入出金という
一ｍ｝
形での記録を残すと共に、銀行を利用することで決済の効率化を促進するのである。商人にとっては、一プポジッ
一塑）
ある。特に、後に本来のデポジット・アカウントから分化して生旅した要求払のデポジット・アカウントと小切手
決済口座としてのカレント・アカウントが長年にわたって区別されて認識されている。それは、要求払のデポジッ
ト。アカウントの出現によって両アカウントの払一戻し条件に関する区別が消滅した際に、要求払のデポジット・
アカウントに対して顧客の小切手振出権があるか否かが問題となった事藷からうかがえる。かかる問題は〈要求
払のデポジット・アカウントの資金を引当てに顧客が小切手を振り出すという慣行が必然的に生じたことに由来
｛配）
するが、要求払のデポジット・アカウントが小切手によって引き出されうるとした判決例は、調べた限ｈソでは二
（”一
一羽一
件見うけられる。ホプキンス対アパット事件およびスタイン対リサードン事件である。しかし、この二件は共に
同じ判事（了三判事ｌ三富二）の下した判決であり、彼の見解以外で、デポジット・アカウント
に対する顧客の小切手振出権に肯定的意見を述べたものは調べた限りでは見出せない。また、マリンス判事の見
（羽）
解ｊもほとんど支持されていない。判事の見解は疑問であるとされ、英国銀行取引法の権威であるジョン・パジエヅ
｛卯一
ト卿（の】【『・言勺四ｍのごｊも、顧客にはおそらく小切手振出権がないであろうと述べている。英国における学説の多
数見解は、かりに顧客がデポジット・アカウントを引当てに小切手を振り出しても、銀行にその小切手を決済す
一ｍ一
る義務はないというＪものである。
ト・アカウントにも、本来の目的であった貯蓄に加え、このようなカレント・アヵゥソトの意義を導入すること
は魅力的なことであり、必要なことであったと推察される。今日では、銀行が、デポジット・アカウントの資金
鋼一
を引当てとする小切手の振出を事実上顧客に認め、決済に応じること‘も稀なことではなく、デポジット・アヵゥ
・
３
－
．
４
 
ソトのみを開設した顧客に対して銀行が小切手帳を一父付する場合、ｂあるようである。いまや、デポジット・アヵ
｛⑨》
３
．
 
ウントとカレント・アカウントは広い範囲で相互交換的な、屯のとなっていると断一一一一口しうる程に、両者を区別する
６
 
３
．
 
構成は意味を失いつつある。その要因は、「商業社会のさまざまな状況に合致するための多様性」を求めてのデポ
ジット・アカウントの進化にあると結論される。現在、英国銀行法（切目五目、シＣご召①）の可もとでは、商業銀行は、
主として預金を受け入れること、すなわち「預金受入業務（』ので・の一（『のＣの三口、宮の一口のｍの）」をなしうる主体として
免許が与えられるのであるが、その業務の主力は、いまや預金の受入れではなく、カレント・アカウント業務で
３
．
 
一Ｊ
」あるといわれる。
（６）○『の四［ごく①の【の曰内田一三ｍ『○○・ぐ・ＦｏｐｇｏｐｐｐＱ○○口ｐｑｍｍ。【ごｍ○○・旧ａ・言〔］＠つ］〕少。Ｏ・←Ｅ・》ＯＣＢ【旨のの５口の『、。〔門ロメ日一○コ
く・ロゴ、一一の戸の、。〔［一のゴ陣シロの［『四一一四二ｍ四口穴》〔』宙つ〕シ・●．①缶．
（７）］○口Ｏ三日の○コぐ・の三国のの因、ご穴○○『ｂｏＨ四回。Ｐ〔邑国］〕酉【・国・』ご・
（８）〔乞皀〕四【・国・后『．
（９）Ｆ○四○幻Ｆロペ俸両両・｜
（Ⅲ）当初の金銭受寄業務は、
〔乞皀〕い【・国・』ヨ・
Ｐ○四○幻Ｆロペ俸両向。
注
の三シ両目》Ｐ向シ□］Ｚｏｏシｍｐｍ員三目出向Ｐシ三○句国尹ｚ国之の①（、ロ・の・・］①①①）・
● 
今日の保護預り業務、特に封鍼預りまたは披封預り業務に近いｊものであったようである。寄託され
4０ 4１ 

１
 
当座預金を受働債権とする銀行の相殺権（淺木） 論 説
英国における銀行の与信業務は、’九世紀の終焉を境に、商業手形の割引から当座貸越によるキャッシュ・ク
｜窕一
レジット（ｎ口の営月の三）へと中心を移している。キャッシュ・クレジットは、顧客が保証人と共に貸付金の返済に
関する約定書を銀行に差し入れ、銀行は顧客に対する一定極度額を設けてその限度内で顧客の要求する金銭を賃
一羽－
し付けるという、銀行と顧客の間の〈ロ一息である。当該貸付金は、銀行によって顧客のカレント・アカウントに入
Ⅲ一
金される。》」のようなキャッシュ・クレジットは次の方法で実行される。まず、顧客は保証人と共に基本約定書
を銀行に差し入れるが、その際に貸付極度額、返済期限、返済方法、利率およびその他の重要であると思われる
一匁）
事項と土〈に、貸越の期間が取り決められる。利率は後日決定されるべく留保されることもあり、顧客が銀行に担
保を供することもあるが、いずれにせよ、そのようにして決定された事項は契約として当事者を拘束することに
一胆
なる。このような約定がなされると、貸付金はいったん銀行が顧客のために開設したローン・アカウント（一・四口
煙§三ｌわが国の当座貸越勘定に相当する）から借記（出金）され、その相当額がカレンーアカウントに
（銅｝
貸記（入金）されることになる。ところが、カレント。アカウントに入金されたすべての金銭は、カレント・ア
ー“｝
カウントに記帳されると同時に銀行に貸与されたものと推定され、さらに、金銭がいったんカレント・アカウン
トに入金記帳されてしまうと、合算された金銭の由来に明確な区別がつけられなくなり、銀行に対する完全な一
一媚一
個の債権として取り扱われる。したがって、ローン６アカウントの関係では、銀行が債権者、顧客が債務者とな
り、カレント・アカウントの関係では、顧客が債権者、銀行が債務者となる。このように、ローン・アカウント
とカレント・アカウントが併存する場合、通常は銀行と顧客との間に対立債権が存在する。その際に、銀行の簡
便な債権回収方法として、両アカウントを融合〈８日ロロの〉または相殺（の①（‐○ｓする方法が考えられ、この方法を
めぐって判例が積み重ねられたのである。
ローン。アカウントとカレント。アカウントの相殺に関する先例として位置づけられているのは、’八九五年
６
 
の書くツキンガム対ロンドン。アンド・ミッドランド。バンク事件である。以下では、この事件を中心に、英国判
４
．
 
例においてなされた議論を検討する。
〔事実の概要〕
原告Ｘは、被告Ｙ銀行にカレント。アカウントを開設していた。Ｘは、家屋を担保にしてＹ銀行から六○○
ポンドの貸付を受けることになった。Ｙ銀行はＸのローン・アカウントを開設し、当該アカウントからカレン
ト・アカウントに六○○ポンドを振替賞記した。後日、Ｙ銀行の支店長Ａは、担保家屋を再調査し、当該家屋
を担保とした貸付金として六○○ポンドは過多であったと判断した。そこでＡは、ＸがＹ銀行を訪れた機会に、
彼のアカウントを閉鎖する旨を通告した。Ｘは、まさにカレント。アカウントに一定金額を入金しようとして
銀行を訪れたのであり、未決済の小切手も流通しており、そのような急な通知では善処の余地がないとＡに抗
議した。しかし、ＡはＸの抗議を受け入れず、その時点におけるカレント・アカウント残一員の一六○ポンドを
ローン・アカウントへ振替充当し、その後に支払呈示された小切手を不渡にした。そこでＸは、損害賠償を求
めてＹ銀行を訴えたのである。
２、カレント・アカウントの相殺手続をめぐる判例の検討
4４ 4５ 

















